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論文　蒸気養生を模擬 した温度履歴を受けた エ コ セ メ ン トコ ン ク リー トの

　　　　強度発現特性
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翼 旨 ； 蒸気養生を槙擬 した温度履歴を与え た コ ン ク リ
ー

ト供試体により，普通エ コ セ メ ン トの 強度発現特性

を普通 ボル トラ ン ドセ メ ン トを用い た場合 と比 較 し，水セ メ ン ト比 ，お よび 温度履歴を受け た後 の 養生条件

を要因 と して実験 を行 っ た 。
こ の 結果，エ コ セ メ ン トコ ン ク リートの 水セ メ ン ト比を 5−7Y・程度低減するこ と

で ， 普通 セ メ ン トコ ン ク リートと同等 の 圧 縮強度が 得られるこ とを明 らか に した。

キ ーワ ード ； エ コ セ メ ン ト，温 度履歴，強度発 現特 性，高流動 ，高強度

1，はじめ に

　 2004 年 に エ コ セ メ ン トが プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リート

用の 材料 と して JlS　A　5364 に 規 定 され ， 研 究が 実施 さ

れ てい る
D
が，未 だ十 分 な データの 蓄積 が な され て お ら

ず ，ま た，エ コ セ メ ン トの 高強度
・
高流動 コ ン ク リ

ー
ト

への 適用 が JISに規定されて い ない など，課題 が 残され

て い る。

　エ コ セ メ ン トを用 い て 作製し た コ ン ク リ
ート供試体

の 圧縮強度は，同一
水セ メ ン ト比 の 普通 ボ ル トラ ン ドセ

メ ン ト供試 体 と比 較 して 低 下 す る こ とが知 られ て い る
2「

。

しか し，蒸気養生を行 っ た場合 の 強度発 現特性 に っ い て

は 十 分な 検討 が な され て い な い の が現状 で ある
3）。また，

蒸 気養 生 を施 したプ レ キ ャ ス トコ ン ク リ
ー

トを，蒸気養

生 後 に 全 て 水中養 生 す る こ とは 困難 で あ る。そ の た め，

蒸気養生後に 実施す る養生条件が 異な る場 合 の ．強 度発

現特性を明らか に す る必 要が ある 。

　本研究 は，水セ メ ン ト比，養 生条件 が 異な る 場合の ，

普 通 エ コ セ メ ン ト 〔以 下，エ コ セ メ ン ト と称 す る） を用

い た コ ン ク リー トの 強度発現特性の 把握を目的 と し，円

柱供 試 体を用 い て ，普 通 ボル トラ ン ドセ メ ン ト （以下，

普通 セ メ ン トと称す る）を用 い た コ ン ク リー トとの 比 較

検討を行 っ たもの で ある 。 なお，本研 究 にお い て は、温

度可 変槽内 に て温 度 履 歴 を与 え る こ とに よ り，蒸気養 生

を模擬 して い る。

内で これ ら全 て の 材料 を 24 時間以 上 保管 し た 後に 練混

ぜ を行 っ た。

2．2 コ ン ク リ
ー

トの 配 合

　 コ ン ク リ
ー

トの 示 方配 合 を表一2に 示 す 。 水 セ メ ン ト比

に よる 強度発 現特 性 を比 較す る た め，水 セ メ ン ト比 は 各

セ メ ン トと もに，3Z％，45％，50％，55％の 4 水準とした。

　水 セ メ ン ト比 45〜55％の 配 合 で は ， 普通 セ メ ン トの 場

合、水セ メ ン ト比 50％で試 し練 りを行 い ，単位 水 量 ， s／a ，

高性能減水剤お よび AE 助剤の 添加率を決定 した。他の

配合につ い て も，同
一

の 高性能減水剤ならび に AE 助剤

の 添加率 とした。エ コ セ メ ン トの 場合 は，普通 セ メ ン ト

と同一の 単位水量 お よび s ／a と し，水セ メ ン ト比 50嘆蔭で

の 試 し練りに よ り高性能減水剤お よび AE 助剤 の 添加率

を決定 した。そ の 後，他の 配合 に っ い て も，同
一

の 高性

能減水剤な らび に AE 助剤 の 添加率 と した 。 水 セ メ ン ト

比 32％の 配合 で は，試 し練 りを行 い ，普通 セ メ ン トの 単

位水 量お よび s／a を 決 定 した後 ，エ コ セ メ ン トにお い て

目標 とするス ラ ン プ フ ロ
ー

お よ び空気量 が 得 られ る よ

う，高性 能減水 剤な らび に AE助剤の 添加率 を調整 した。

2．3養生 条件

　供試体 の 養生条件を図一1に 示 す。 各セ メ ン トを用 い た

場合 の 養生条件 に よる 強度発 現特性を比 較す る た め，各

配合 に 対 して 2 ない しは 3 水準 の 養 生 条件を設定 した 。

表一1 使用材料

2．実験擬要

2．1使用材料

　使用材 料を表一1 に 示 す 。 細 骨材 は，密 度 2．70gfcm3

の 砕砂 と密度 2．61g／cm3 の 山砂を質量比 9 ：1 で 混合 し，

密度 2，69g／c  と し て 使用 した 。ま た，コ ン ク リートの

練 上 が り温度が 20℃ と なる よ う，温 度 を一定 に保 っ た 室

項 目 品質

セ メ ン ト
普 通 ボル トラン ドセ メン ト，密度3ユ6 た皿

5

普通エ コ セ メ ン ト，密度 3，15  
3

租骨材 砕石 ，RM 略 ．81，表乾密度2β8 ’皿
s
，吸水 率LOO ％

細 骨 材粗 目 砕 砂，F．M ＝2、70，表乾密度2．70 ’｛m5 ，吸水率158 ％

細骨材細 目 山砂，F，M ＝ 1．55，表乾艦度2．61 ’α n3，吸水 率3．32％

混和剤
高性 能激水 剤 （呶 ）： ポ リカル ボ ン酸 工 一テ ル 系

AE助剤（AE）；アル キル エ
ーテ ル 系陰イオン 界面 活性剤

門 東京都立 大学　工 学部土木 工 学科　 （正 会員）

°2 首都大学東京大学院　都市環境科学研 究科都市基盤環境工 学専攻　教授　工博　 （正 会員）

“3 首都大学東京大学院　都市環境科学研究科都市基盤環境工学専攻　准教授　工 博　　（正 会員）

．4 東急建設 （株 ）
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表一2 示 方配合

単位 量　 （kg〆皿
3
）

セ メ ン ト種類 記 号 w／c

（％）

s ／a

（％）

粗骨材
の 最 大

寸法

（皿皿）

スランプ

（c皿）

Air

（％）

水

w

セ メ

ン ト

　C
S 粗 骨 材

　　G

AE 剤

AE

　　性 能
減 水 剤

　　WR粗 目 細 目

N555544 1653007378210381 ．5AC × 0．9％

N505044 8．0 165330726811   231 ．5AC × 0．9％普 通 セ メ ン ト

　　　　（N） N45454420
4．51653677137910051

．5《 CXO ．9％
N323245 60，0 16050068776929O ．OAC × 1．2劣
E555544 1653007378210384 ．OACXO ．9％
E505044 8．0 1653307268110234 ．OACXO ．9％エ コ セ メ ン ト

　　　　（E） E45454420
4．51653677137910054

．OAC × 0．9％
E323245 60．O 160500687769290 ．OAc × 1．8％

　全配合に対して ，Ci）温度可変槽内 にて 温度履歴 を 与

えた後，恒 温 恒湿室に て 気中養生 した場合，につ い て試

験 を行 っ た 。 ま た，普通 セ メ ン トお よび エ コ セ メ ン トの

水セ メ ン ト比 5慨 の 供試体におい て は，（2） 温度可変槽

内に て 温 度 履歴 を与 え た 後 に水 中養生 を 実施 し た 場合，

に つ い て も検討を行 っ た 。 さ ら に ， 全配 合 に対 して，（3）

通 常の 脱型 を行 っ た 後 に標準養生 を 実施 した 場合，に つ

い て も試験を行 っ た。

　 （D 温度履歴条件

　 温度罎歴条件を図一2 に示す。コ ン ク リ
ー

トの 練 上 が り

温度は 20℃ ， 前置 き時間 は 2時間で
一

定 と した。型枠に

詰め 終 わ っ た供 試体 を密封 し，20℃ ，
10〔MR．　H．に 保っ た

温度可変槽内に て 前置き した後，温度履歴 を与えた 。 温

度履歴条件は，蒸気養生を行 う工 場製品の
一

般的な条 件

を参考とし て，昇温速度は，20℃ ／時 と し，最高温 度 65℃

で 3 時 間 保 持 した 後，15℃ ／時 の 割合 で 20℃ とな るま で

降下 させ た 。 温 度管理 中 の 温 度可 変槽内は 100SCR，H．で一

定 と した。温 度 可 変槽内の 温度 が 再び 20℃ ま で 降下 した

時点 （材齢 10．25時間） で 脱型 を 行い ，そ の 後，気 中養

生 も しく は水中養生を実施 した。

　 （2） 気中 養 生

　気 中養 生 条 件 は，20℃ ，
60％R．H．で…

定 と し た。温 度

履歴を与 え た後 に脱型 した 供試体 を，そ の ま まの 状態 で

恒温恒湿室 に て 所定の 材齢ま で 保存 した。

2．4実験項 目

　結合材，水 セ メ ン ト比，養生条件お よび 材齢を水準 と

した 強度発 現特性を評価す る ため，次の 試験を実施 した。

　 （1） コ ン ク リートの フ レ ッ シュ 性状

　JIS　A　1101，　 JIS　A　112S お よ び JIS　A　II56 に 従っ て

ス ラン プ 試験，空気量測定試験，練上 が り温度測定を行

っ た。

　　（2）強度特性

　 J互SAllO8 に従い ，φ100x200  の 供試体を用 い て，

圧縮強度試験を実施 し た。試験材齢は 表
一3 の とお りと し

た 。 すなわち，温度履歴を与えた後 に気中養生を した供

試体 は，二 次製品 の 晶質規定 を参考と して
2〕
，脱型時，材

（1）温度履歴後

　　 気 中

（2）温度履歴後

　 　 水 中

（3）標準養生

麗 脱型

し

前 置き 度履歴 気 中

前 置き 温 度履歴 　水 中
．

水 中

圏 一ト 十一 →一 十一 一 レ

0　　 　 2
時間　 時聞

10．25
　 　 　 星日
時 間

図
一1 養生条件

野

黻 　魎 圃

函

練上が り温度
　 20℃

魎

℃
區亟 圃

睡 。垂函 ［鍾
匝

図
一一2 温度履歴 条件

表
一3　圧 縮試験材齢

齢 1 日，材齢 14 日お よび 材齢 28 日に，ま た，温 度履歴

を与 え た後 に 水中養生 した供試体は，材齢 14 日および

材齢 28 日 に，さ らに，標準養生を行 っ た 供試体 は材齢 7

日お よ び材齢 28 日で圧 縮強 度試験 を 実施 した 。

　また，温度履歴後に気中養生を行 っ た 材齢 14 日お よ

び 材齢 28 日の 供 試 体 と，標準養生 を実施 した 材齢 28 日

の 供試体に対 して は，圧縮強度試験 と同時 に JISAl149

に従 っ て静弾性係数試験を行っ た。
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表4 　 フ レ ッ シ ュ 試験結果

水セ メ ン ト比

種類
55％ 50％ 45％ 32％

Sl

（c皿）

Air

（％〉

T

（℃）

Sl

（cm ＞

Air

（％）

T

（℃）

Sl

（cm ）

Air

（％）

T

（℃）

S1フロ
ー

（c 皿）

Air

（％）

T

（℃）

普通セ メ ン ト 7．03 ．42010 ．04 ．32110 。04 ．11956 ．52 ．921
エ コ セ メ ン ト 8．05 ．3209 ．55 ，31910 ．05 ．42064 ．53 ，219

表一・5　圧縮強度試験結果

温 温
セ メ ン ト種類 記号

W／C
　幅 1 14 28 日 14 日 28 日 7日 28 日

N55557 ，610 ．222 ．423 ．1 一 一 ｝ 31，743 ．2
N505010 ．914 ．024 ，526 ．610 ，930 ，734 ，636 ．548 ．3普通 セ メ ン ト

　　　　（N） N454511 ．115 ．429 ．531 ．5 一 一 一 39，354 ．8
N323238 ．743 ，059 ．161 ．6 一 一 一 77，189 ．5
E55556 ，39 ．218 ．017 ，9 一 一 一 23，131 ．9
E50507 ，210 ．418 ．217 ．57 ．224 ．124 ．629 ．437 ．7エ コ セ メ ン ト

　　　　（E） E454510 ，513 ．021 ，422 ，6 一 一 一 32，943 ．0
E323219 ．335 ．963 ．264 ．9 一 一 一 75，388 ．5

単位はす べ て N／ 

3．結果お よ び考察

3，1フ レ ッ シ ュ 性状

　 フ レ ッ シ ュ コ ン ク リートの 試験結果 を表4 に示す。両

セ メ ン ト共に，目標 とす る空気量 が得 られ る よ う試 し練

りに よ っ て AE 助剤量 を決 定 した が ， 結果 と して普通 セ

メ ン トは目標空気量 よ り も低 く，ま た，エ コ セ メ ン トで

は目標空気量よりも高 くなり，エ コ セ メ ン トの 空気 量 は

普通セ メ ン トに 比べ て，概ね 1％程度大きい 値 とな っ た 。

3．2 圧 縮強度

　圧縮強度試験結果 の
一

覧を表
一5に示す。

　 （1）セ メ ン トの 種類の 影響

　温度履歴後に 気中養生 した場合 の ，エ コ セ メ ン トコ ン

ク リー トと普通 セ メ ン トコ ン ク リ
ー

トの 圧縮強度 を図

一3に 示 す。水セ メ ン ト比 が 45 〜 55％の 範 囲 で は，セ メ ン

ト種類に 関わ らず，材齢初期に お い て強度増加 が 顕著で

あるが，材齢 14 日から材齢 28 日にか けての 強度増加 は

ゆ るやか となる。
これ は ， 気中養生を行 っ た た め に

， 供

試体に 水分が 十分供給 されず ， 材齢 14 日以降で セ メ ン

トの 水和反 応が 停滞 し た もの と考え られ る。ま た，全体

と して，圧縮強度は普通セ メ ン トを用 い た もの の ほ うが

や や高い 値となっ た。材齢初期 の 供試体に，温度履歴を

与え る と水和反応が 活性化 し，早 期 に 強度発 現 す る
4）が，

エ コ セ メ ン トにつ い て は，間隙質相 を多く含む こ とや珪

酸 カ ル シ ウ ム 鉱 物 の 含有量が 少な い こ とな どに よ り長

期的な強度成長 は停滞す る
S）と思われ る。本研究 に おい

て も，水 セ メン ト比 45〜55％にお い て は，これ らの 影響

に よ り，エ コ セ メ ン トよ り も普通 セ メ ン トを用 い た もの

の 方が 高い 圧縮強度 とな っ た と考え られ る 。

　次に，水セ メ ン ト比 32％の 場合を比較すると，脱型時

70
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材齢 　 （日）

2128

図
一3　圧 縮強度の 比較　　（温度履歴後気中養生）

（図中材齢 0 日）に お い て，圧 縮 強度 にセ メ ン トの 種類

に よる差 が認め られ た もの の ，そ の 後，エ コ セ メ ン トを

用 い た コ ン ク リートの 強度が増加 し，材齢 14 日で は，

両者の 圧縮強度は 同等とな っ た 。 本研 究の 範囲 で は，こ

の 要因を明らか にす るこ と は出来ない が 、 水セ メ ン ト比

32％の 場合で は，水 セ メ ン ト比 が 45〜55％の 場合と比 較 し

て ， セ メン ト量 が相 対 的 に多 く，緻密化 しやす い こ とか

ら，エ コ セ メ ン トに お い て も，水和進行 の 過程 で，圧縮

強度 に 悪影響 を及 ぼ す よ うな空隙 が 形成 しに く か っ た

と考えられる。

　標 準養生 を行 っ た場合 の ，エ コ セ メ ン トコ ン ク リ
ー

ト

と普通セ メ ン トコ ン ク リートの 圧縮強度を比較 した も

の を図
一4 に 示す 。 温 度履歴後 に気 中養生 を実施 した 場合
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図一5　養生 条 件 に よ る 圧 縮 強度の 比 較 （エ コ セ メ ン ト）

と ほ ぼ同様 で あ っ た。す なわ ち，水セ メ ン ト比が 45〜55％

の 範囲 で は
， 材齢 の 増加 に と もなっ て ，エ コ セ メ ン トを

用 い た コ ン ク リ
ー

トは 普通 セ メ ン トを 用 い た コ ン ク リ

ー
トとほ ぼ 同等 の 強度増加 を 示す が，圧 縮強度の 値と し

て は，エ コ セ メ ン トを用い たもの の ほ うがやや低い 値 で

あ っ た 。 また，水セ メ ン ト比 32％の 場合 で は，エ コ セ メ

ン トコ ン ク リートと普通 セ メ ン トコ ン ク リートの 圧 縮

強度は 同 等 と な っ た 。

　 （2＞養生条件に よ るエ コ セ メ ン トの 強度発 現 性

　養生 条件 が異 な る場 合 の ，エ コ セ メン トの 圧 縮 強度を

図
一5 に示 す。 温 度履歴後に 気中養生 を実施 した 場合の 圧

縮強度を，エ コ セ メ ン トを用い 標準養生 し た場合の 圧 縮

強度 と比較す る と，水 セ メ ン ト比 45〜55％の 範囲で は 約

1／2，水 セ メ ン ト32％で は 約 2／3 で あ っ た。ま た，温度履

歴 後に 水 中養生 を行 っ た場合 は，同
一

水セ メ ン ト比 で 温

度履歴後 に 気中養生 し た場合 と比較 して，圧縮強度が

1，5倍程度高い 値となっ た。

　 （3）静弾性係数

　圧縮強度 と静弾性係数の 関係 を 図一6に 示 す 。
エ コ セ メ

ン トコ ン ク リートは普通 セ メ ン トコ ン ク リートと 同様

の 傾向で あ り，セ メ ン ト種類，養生条件 に 関わらず，静

弾性係数 と圧 縮強度は 土木学会 に よ っ て 定 め られ て い

る 値で ほ ぼ 近 似で きた。

　エ コ セ メ ン トを用 い て，温 度履歴後 に気中養生を実施

した 場 合 で は，標準 養生 を実施 した場合 と比 較 して ，約

10kN ／ 
2
程度，静弾性係数が小さくなる。こ の ，養生条

件による静弾性係数の 低下 量 は，普通セ メ ン トを用 い た

場 合 と 同等で あ っ た 。

　 （4）エ コ セ メ ン トの 水セ メ ン ト比 の 選定

　本項で は ，温 度履歴後に 気中養生 を実施 した場合 の 普

通セ メ ン トコ ン ク リートと同等の 圧縮強度を得る た め
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の ，エ コ セ メ ン トコ ン ク リ
ートの 水セ メ ン ト比 ， 養生 条

件 に つ い て 検討する。

　 温度履歴を与 えた 後 に 気中養生 を実施 した場合 の ，各

コ ン ク リー トの 圧縮強度 とセ メ ン ト水 比 の 関係を図
一7

に 示す。エ コ セ メン トお よび 普通 セ メ ン トを用い た コ ン

ク リ
ー

トの ，セ メン ト水比 と圧 縮強度 の 関係 は ，

一
次式

で 近似 で き，各セ メ ン トを用い た コ ン ク リー トの 圧縮強

度 は セ メ ン ト水比 に よっ て 検討す るこ とが 可能 で あ る
2｝。

　図
一7 よ り ，

エ コ セ メ ン トコ ン ク リートの 水 セ メ ン ト比

を 5〜7％低減させ る こ とで ，普通セ メ ン トコ ン ク リート

と同等の 圧縮強度が 得 られる こ とが わ か る。既往 の 研 究

結果で は，エ ロ セ メ ン トコ ン ク リ
ー

トの 水セ メ ン ト比を

3〜5％低減 させ る こ とで ，普通セ メ ン トコ ン ク リー トと

同 等の 圧縮強度を得 られ る とされ てお り
］〕，本研究 で の

結果は，や や大 きい 低減率 となっ た。

　 こ の 結果に つ い て 検討す る た め ， 標準養生 を実施 した

場合の ，各 セ メ ン トを用い た コ ン ク リ
ー トの 圧 縮強度と

セ メ ン ト水 比 の 関 係 を 図唱 に 示 す。図一8 よ り，標準養

生 を実施 した 場 合で も，普通 セ メ ン トコ ン ク リ
ー

トと同

等の 圧縮強度 を得 る た め に は，エ コ セ メ ン トコ ン ク リ
ー

トの 水セ メ ン ト比 を 5〜7％程 度低減 させ る必 要 が あ る こ

とが わ か る。すなわち，温度履歴を施 した後 に気 中養 生

を 実施 した 場合 の，水セ メ ン ト比 の 低減 率 が や や 大 き い

値 とな っ た の は，セ メ ン ト種類 に 起因す る とい うこ とが

わか る。

　 圧縮 強 度に 対 す るそ の 他 の 影響 を検討す る た め，フ レ

ッ シ ュ 時の 空気量に つ い て着 目した 。 本 研 究 にお い て は ，

コ ン ク リ
ートの フ レ ッ シ ュ 試 験時 の 空 気 量 に，や や ば ら

つ き が 見 られ ，
エ コ セ メ ン トコ ン ク リー トの 空気 量が 普

通 セ メ ン ト コ ン ク リートと比 較 して 1．0％程度大 き い 結

果 で あ っ た。コ ン ク リートの 圧 縮強度は，空 気量 に も影

響され る
6）

。 こ こで ， 空気量が 目標値の 4．5％の 場合 の 強

度補 正 を行っ た。補正 量 は，空気量が 1．O％増す ご とに，

圧 縮強度が 5N低 下 す る もの と した。圧 縮強度 を補正 した

場合の ，圧縮強度とセ メ ン ト水比 の 関係を，図
一9，図

一10

に 示 す。空気量 に よっ て圧 縮強度を補 正 し た場合 で は ，

温度履歴後 に気中養生 を実施 した 場合と ， 標準養生を実

施 した 場合 ともに，エ コ セ メ ン トコ ン ク リー トの 水セ メ

ン ト比 を 脳 程度低 減 させ る こ とで ， 普 通 セ メ ン トコ ン ク

リ
ー

トと同等 の 圧 縮強度を得 られ る と い う結果 と な っ

た。こ れは，標準養生を対象 とした既往 の 研究
D とほ ぼ

等しい 結果であ る 。

　温度履歴後 に気中養生 を 実施 した 場合 の エ コ セ メ ン

トコ ン ク リートは，同 じ養 生 条 件の 普通 セ メ ン トコ ン ク

リ
ー

トと比較 し て，材齢 14 日か ら材齢 28 日にか け で の

強度増加に停滞が見られた。 そ こ で，温度履歴 を与えた

後に，水中養 生 を 実施 した場 合 に つ い て検討 を行 っ た e
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温度履歴後 に 水中養生を実施 し た場合 の 圧縮強度を図

一11 に 示す。図
一11 よ り，温度履歴後 に水中養生 を実施

すると，温度履歴後に 気中養生を実施 した 場合 と比較 し

て，圧 縮強度は 高 く な り，材 齢 14 日か ら材齢 28 日に か

けて も強度は微増する傾向で あっ た。ま た，温度履歴後

に 水中養生 を 実施 した エ コ セ メ ン トコ ン ク リ
ー

トの 圧

縮強度は ， 温度履歴後 に気中養生を実施 した 普通 セ メ ン

トコ ン ク リートとほ ぼ等しい 値とな っ た。

　 こ れ らの 結果 を総合す る と，圧 縮強度 に お い て ，エ コ

セ メ ン トを普通セ メ ン トと同 等として扱 うた め には，水

セ メ ン ト比 を 5％程度減少 させ る こ と ， また は，温 度履歴

を与 えた 後 に水中養生 するこ とが有効 と言 え る 。

4．ま とめ

　養生 条 件 の 違 い に よ る ，
エ コ セ メ ン ト コ ン ク リートの

強度発 現特性の 把握 を 目的 と し，普通 セ メ ン トコ ン ク リ

ートと比 較検討を行 っ た。本研究 に おい て は，温 度可変

槽内に て 温度履歴を与えた後 に，恒温恒湿室また は水中

に て 保存 した供試体 と，通 常の 脱型 の 後 に標準養生を行

っ た 供 試体 とで
， 結合材お よび 水セ メ ン ト比 を水準 と し

て，圧縮強度試験 を実施 し，エ コ セ メ ン トを有効利用 す

る た め の 各種条件 に つ い て 検討を行 っ た。

　本研究の 範囲内で，以下の こ とが明 らか とな っ た。

（1〕温 度履歴 を与えた後 に気中養生を行 う場合 ，エ コ

セ メ ン トを用い て ， 普通 セ メ ン トと同等 の コ ン ク リート

圧縮強度を得るた め に は，エ コ セ メ ン ト コ ン ク リートの

水 セ メ ン ト比 を 5〜7％程度低減させ る 必 要が ある。

（2）圧縮強度は．温度履歴後 に気中養生を実施す る と，

標準養生 を実施 した場 合 と比 較 して，約 1／2〜1／3 程度

と な る 。

（3）温度履歴 を 与 え た 後 に水中養生 を実施 した エ ＝ セ

メ ン トコ ン ク リ
ートと，温 度履歴後 に 気中養生 を実施 し

た 普通 セ メ ン トコ ン ク リ
ー

トで は，ほ ぼ 等 しい 圧 縮強度

とな る。

  養 生 条 件 に よ らず，水 セ メ ン ト比 32％の コ ン ク リー

トで は，エ コ セ メ ン トと普通セ メ ン トの 圧縮強度は ほ ぼ

同等とな っ た。

（5）セ メ ン ト種類，養生条件に よ らず ，静弾性 係数と

圧縮強度は土木学会に よ っ て定め られ て い る値 で 近似

す る こ とが で きた。

（6）静 弾性 係数 は ， 温 度履歴後に 気中養生を実施す る

と，標準養生 を実施した場合と比較 し て ，約 10kN ／ 
2

程度低下す る 。
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